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日高農業改良普及センター

日高管内 次代を担う青年農業者ゼミナール
2期生閉講式・ 3期生開講式を開催しました！

普及センターだより

写真説明

平成31年3月14日、日高生産連ビルにて、次代を担う青年農業者ゼミナール2期生の閉講

式および3期生の開講式を開催しました。

2期生の閉講式では、2年間のゼミナールの研修活動や日高農業をPRするためにカレンダー

を作成した成果を報告しました。最後は、2期生全員から、2年間を振り返り「経営形態を超

えた仲間ができたことが良かった！」との意見が多く聞かれました。作成したカレンダーは2

期生が中心となり、地元小中学校や関係機関等へ配布し、今後も日高農業をPRする予定です!

3期生の開講式では、先輩リーダーからのメッセージと

して、1期生の卒業生から「ゼミ生同士で刺激を受け合っ

たこと」などお話頂きました。後援機関である指導農業士

・農業士会や日高農業生産法人会からも激励のメッセージ

を頂き、最後は3期生からの自己紹介と今後の抱負につい

てお話し頂きました。

近い将来、日高の農業を牽引する若きリーダーとして活躍

されることを期待しています。応援よろしくお願いします！
2期生代表として活動報告する

不動さん(奥右)と鎌田さん(奥左)



平成3１年度は、新ひだか町で３戸、新冠町で1戸が新規就農しました。

新ひだか町では2年、新冠町では3年の研修を経て、就農に至ります。

その間、それぞれの担い手協議会が、就農に向けて支援しており、普及センターは座学

講座の開催や巡回により技術の習得を支援しています。

地域を担う農業者として、今後の活躍が期待されます。

地域の話題・活動事例を紹介します！

平成31年度の新規参入者 【本所地域第１係】

静内地区 左から廣田さん夫妻、
田島義晴さん（ミニトマト）

三石地区 地原有紀
さん（花き）

写真引用：新ひだか町新規就農情報サイト

新冠町 小野暢茂さん
（酪農）

悪天に負けず夏秋どりいちご生産日本一を継続！ 【本所地域第２係】

平成30年の夏、長い日照不足が続きました。

その悪天候下でもJAひだか東の夏秋どりいちご農家

40戸は、生産日本一を継続しました。

普及センターではJAの協力により、いちご生産組織

に対する現地研修会（年３回、６ほ場）に加え、新たに

共選場にタイムリー情報（年13回）を掲示し、気象経

過や悪天候下でも収量・品質を維持するための対策を継

続的に伝えてきました。

これからも農家の努力と関係機関の協力により、日本

一を継続していきましょう。

対策の概要を説明

いちごを見ながら
詳細を説明

質問に応答

現 地 研 修 会 の 流 れ

JAひだか東の夏秋どりいちご生産の年次推移



地域の話題・活動事例を紹介します！

びらとり米麦改良協会 特別栽培米の取り組み 【西部支所】

びらとり米麦改良協会では、安全で安心な米の生産と、ブランド力の

強化をねらい、平成29年から生産者10戸で特別栽培に取組んでいます

平成30年6月には「びらとり特別栽培米協議会」を設立し、販売力向

上のため、栽培基準の絞り込みを行いました。

特別栽培を取り組むにあたり、フェロモントラップを設置し発生予察

による効率的防除を行うと共に、環境保全型農業直接支払交付金による

経営の安定を目指しています。

普及センターでは、生産量の安定をはかるため、側条施肥の割合を見

直すなど、生産者と共に施肥改善試験に取り組んでいます。

日高管内指導農業士・農業士会 研修会・総会より 【広域班】

H30年度日高管内指導農業士・農業士会（渡辺隆会長、会員42名）は研修会(2月18日)

に、（株）リープス代表取締役鈴木義人氏を講師に迎え、「民間農業コンサルタントから見

た北海道農業の現状」と題して講演いただきました。

農業者は減少、面積は拡大といった構造的問題を踏まえ、農業経営の持続的可能性をゆる

がす労働力確保の問題を考える視点で、幅広いお話を聞きました。

今回は、経営形態を問わず活用可能な、労働軽減のためのアシストスーツの紹介もあり、

参加者で試着し効果を確認しました。（アシスト＝助けるの意）

さらに、地域ブランド力の向上に向けて、GI制度の紹介があり、産地戦略について意見が

交わされました。

研修会後に開催された総会では、会の

活性化に向けて、積極的に農業士指導農業士

を登用していくことを含めて活動検討を行っ

ていくことを確認しました。

また、永年の指導農業士の活動に対して、日高町の春木正友氏に北海道知事

感謝状贈呈の報告がありました。更に様似町の高村洋子氏、浦河町の菅正幸氏に産業貢献賞

が贈呈されたことが報告され、出席された春木氏と高村氏から喜びの声をいただき、出席者

全員でお祝いしました。

アシストスーツ
の試着

多様な視点で講演いただきました

フェロモントラップでカメムシの発生状況を
確認し、より効果的な防除を目指します！

。



日高農業改良普及センター本所 TEL 0146-42-1489 FAX 0146-42-2521
〒056-0005 日高郡新ひだか町静内こうせい町2丁目2番10号

日高農業改良普及センター日高西部支所 TEL 01457-2-2055 FAX 01457-2-2918
〒055-0107 沙流郡平取町本町105－6

日高農業改良普及センターホームページアドレス http://www.hidaka.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

「注目！ 地域の話題」コーナー

平取町 高橋智嗣さん
北海道優良米生産出荷共励会 移植部門・個人部 最優秀賞！ 【西部支所 地域係】

第５６回北海道優良米生産出荷共励会において、平取町長知内の高橋智嗣

さんが「移植部門・個人の部」で最優秀賞を受賞しました。

高橋さんは、水稲収穫後、全ほ場にサブソイラーを入れ、滞水部分には油

圧ショベルで溝切りを行うなど、乾田化に心がけています。昨年のように、

全道的に水稲作況が不良の中で、安定した収量と、低タンパク米出荷率の高

さが評価されました。

3月1日に札幌で行われた表彰式では、「基本技術でつなぐ米づくり」に

ついて、優良事例発表を行いました。

日高町農産物直売振興会「アン・アン」
平成３０年度 女性・高齢者チャレンジ活動表彰事業 優秀賞受賞！ 【西部支所 地域係】

日高町農産物直売振興会は、地元町民に安心・安全な農産物を届けたいとの思いから会名を 「アン

（安心）・アン（安全）」とし、平成13年から活動を行っています。地元町民が新鮮な農産物を購入

できる場所として、6月から10月まで休まず営業するなど地域への貢献が高く評価されました。

2月7日には賞状授与式が日高町で行われ、日高振興局長

より表彰状が授与さ

れました。この受賞を

機によりいっそうの

活躍が期待されます。

〈 お世話になりました 〉役 職 氏 名 転 出 先

本所 所長 松井 克行 上川農業改良普及センター 本所

本所 次長 吉川 恵哉 退職

本所 主任普及指導員 遠藤 良恵 網走農業改良普及センター 美幌支所

本所 第一係長 土肥 精司 後志農業改良普及センター 北後志支所

本所 主査（畜産） 淺石 斉 根室農業改良普及センター 本所

本所 専門主任 宿田 望 退職

西部支所 支所長 関﨑 雅行 空知農業改良普及センター 南西部支所

平成３１年４月１日付けで職員の異動がありました 〈 よろしくお願いします 〉

本所
所長

葛西 育子

留萌より着任しま
した。微力ながら
日高農業の振興
に駆け巡りたく、
よろしくお願いし
ます。
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本所
次長

宗像 政美

本所
主任普及指導員

太田 浩太郎

本所
地域第一係長

伊藤 貴人

本所

主査（畜産）
谷 英雄

本所
専門主任

嵯峨奈々子

西部支所
支所長

渡邊 博司

一つでも多くの課
題を解決できる
よう、頑張って参
ります。

三度目の日高で
す。精一杯取り
組んでいきます
のでどうぞよろし
くお願いいたしま
す。

日高での勤務は
初めてですが、
地域のお役に立
てるようがんばり
ますのでよろしく
お願いします。

初の日高勤務で
何事も「ドキドキ」
「ワクワク」です。
よろしくお願いし
ます。

縁あって２０年ぶ
りに日高勤務と
なりました。地域
の力になれるよう
にがんばります。

日高は18年ぶり
の勤務となります
農業者の皆さん
や関係機関の方
々のお役に立て
るよう頑張ります

。

。


